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 本年報は、多野藤岡広域市町村圏振興整備組合の消防の現状を収

録し、今後の参考にするとともに、当組合の消防概要を紹介するこ

とを目的として編集したものです。 

 消防関係はもちろん、あらゆる面で活用していただき、当消防を

ご理解していただく一助となれば幸いです。  

 なお、統計は原則として暦年をもって表しましたが、予算関係・

予防関係等の一部は年度としました。  
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  位置と地勢 

当広域圏は、群馬県藤岡市と周辺 

の４町２村により昭和４８年４月１ 

日に発足し、平成１８年１月及び平 

成２１年６月の合併を経て、現在、 

藤岡市、上野村、神流町及び高崎市 

（吉井町区域）の２市１町１村から 

構成され、消防署２・消防分署２・ 

出張所１の計５署所が配置されてい 

る。 

群馬県の南西部に位置し、南は神 

流川を挟み埼玉県に接している。藤 

岡市街地一帯は関東平野の北部に当たるが、西側の多野郡地域は、ほとんどが山間

地であり、西から東へと流れる神流川の上流域は首都圏の水源にもなっており、

山・川等の美しく豊かな自然に恵まれている。中世には関東管領上杉憲実公の城下

町として繁栄した歴史を残しながら、関越自動車道と上信越自動車道の分岐点とし

て発展し、群馬県の表玄関となっている。当広域圏は東京からちょうど１００ｋｍ

ほどに当たり、これからも交通の要として観光の名勝として発展が望まれている。 

 

構成市町村の概要  

令和６年４月１日現在 

市  町  村 面 積（ｋ㎡） 人 口（人） 備 考 

藤  岡  市 １８０.２９   ６２,０４１    

上  野  村 １８１.８５   １,０１７    

神  流  町 １１４.６０   １,５４６    

高崎市吉井町 ５８.３５   ２２,９９１   Ｈ２１.６.１加入 

計 ５３５.０９   ８７,５９５    

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

多野藤岡広域市町村圏 
振興整備組合消防本部 

群馬県 



中里村

０

Ｎ

５

高 崎 市

鬼石消防分署

消防本部

神 流 町

藤岡消防署吉井消防署

奥多野消防分署

上野消防出張所

市役所
吉井支所

鬼石支所

役 場

役 場

Ｈ21.6.1から
高崎市吉井町
(加入）

上 野 村

藤 岡 市

１０ ２０ km

-2-



所在地  

           　　　　

 

藤岡消防署

所在地

　        　 電　話　　代　表　0274-22-1306

吉井消防署( H21.6.1から、当広域へ加入 ）

所在地

        　　 　　

鬼石消防分署

所在地

奥多野消防分署

所在地

上野消防出張所

所在地

http://www.fd-tanofujioka.jp/fd_web/

多野藤岡広域市町村圏振興整備組合消防本部 

群馬県藤岡市藤岡982番地〒375-0024

電　話 代　表

総務課

0274-22-1306

0274-22-4838

Ｈ  Ｐ

e-mail

0274-23-2565

警防課

指揮課

本　部

指揮課

fd-tanofujioka@theia.ocn.ne.jp

ＦＡＸ

0274-22-2467

0274-22-2306

0274-22-1306

0274-22-4899

予防課

〒375-0024 群馬県藤岡市藤岡982番地

〒370-2132　高崎市吉井町吉井541番地1

ＦＡＸ 027-387-5298

電　話 027-387-5260

電　話 0274-25-8018

〒370-1506 多野郡神流町大字黒田101番地4

〒370-1401 藤岡市鬼石171番地1

電　話 0274-52-3505

ＦＡＸ 0274-52-3702

電　話 0274-59-2119

ＦＡＸ 0274-59-2224

電　話 0274-57-2119

ＦＡＸ 0274-57-2120

〒370-1616 多野郡上野村大字乙父57番地4
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沿 革 
昭和32年10月 1日 藤岡市消防団常備消防部を設置、水槽付消防ポンプ自動車1台、部

長以下17名で発足した。 

昭和33年 6月 1日 消防職員9名を増員し、総員26名となった。 

9月15日 普通消防ポンプ自動車1台購入し、同時2台出動の態勢確立を図っ

た。 

昭和36年 5月 1日 消防組織法の改正に伴い、従来の消防団常備部を消防本部及び署

に昇格させ、職員2名を増員、消防長以下28名をもって発足した。 

消防長に宇津木与平氏が就任（藤岡市助役）した。 

昭和37年 4月 1日 職員5名を増員し、総員33名となり、機構改革を行い、消防本部を

充実し、予防行政の強化を図った。 

5月16日 消防長職務代理者に小川清一氏が就任した。 

11月 5日 災害現場等における指揮、連絡及び広報活動として指令車（ニッ

サンセドリック）1台を購入した。 

昭和39年 3月 1日 水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ）1台を購入し、機動力の強化を

図った。 

4月 1日 職員10名を増員し、消防長以下43名となった。 

12月28日 救急自動車（トヨタFS45V）を購入し、救急隊を発足させ、救急業

務の強化を図った。 

昭和42年 2月23日 山林火災及び特殊災害等の救助活動に備え、救助車（ニッサンパ

トロール）1台を購入した。 

10月 1日 職員2名を増員し、消防長以下45名となった。 

昭和43年 6月 7日 藤岡多野危険物安全協会より連絡車（トヨペットコロナ）1台を寄

贈された。 

昭和45年11月 9日 指令車（ニッサンセドリック）1台を更新した。 

昭和46年 4月 3日 日本損害保険協会から普通消防ポンプ自動車（ニッサンパトロー

ル）1台が寄贈された。 

11月10日 救急自動車（ニッサンシビリアン）を購入、増大する救急業務の

強化を図った。 

昭和47年 3月 1日 消防長に三木勇氏が就任した。 

10月16日 大型水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ）を更新した。 
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昭和48年 4月 1日 広 域 消 防 の 発 足 

広域行政の一環として、消防に関する事務を共同処理するため、藤

岡市消防本部・消防署を発展的に解消し、多野藤岡広域市町村圏振興

整備組合消防本部・藤岡消防署を設置、消防本部10名、消防署35名、

消防長以下45名をもって発足した。 

6月 1日 職員5名を増員、消防本部に3名を配置、広域消防行政の充実を図っ

た。 

7月30日 群馬県共済農業協同組合連合会から、救急車（ニッサンシビリアン）

1台が寄贈され、同年12月12日新町消防分署に配置した。 

9月 1日 職員18名を増員、総員68名となった。 

12月12日 新町・鬼石消防分署庁舎を建設し、万場消防分署、中里・上野消防

出張所を同時開署（万場消防分署、中里・上野消防出張所は役場内）、

新町消防分署（水槽付消防ポンプ自動車1台、救急車1台）職員8名、

鬼石消防分署（水槽付消防ポンプ自動車1台、救急車1台）職員7名、

万場消防分署（救急車1台）職員3名、中里出張所職員2名、上野出張

所（救急車1台）職員2名を配置した。 

昭和49年 1月 1日 職員9名を増員、総員77名となった。 

2月21日 予防車、指令車（ニッサンブルーバード）各1台を購入、予防行政

の充実を図るため消防本部に予防車1台、万場消防分署に指令車1台を

配置した。 

2月25日 (社)日本損害保険協会から、救急車（ニッサンキャラバン）1台が

寄贈され、鬼石消防分署に配置した。 

4月 1日 職員19名を増員、総員96名となった。 

4月15日 各消防分署の職員を増員し、充実を図った。新町消防分署12名、鬼

石消防分署11名、万場消防分署（含む中里出張所）9名、上野出張所4

名となった。 

4月 1日 吉井消防分署庁舎が完成し、水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ）1

台、救急車（ニッサンエコー）1台を購入配置、分署長以下13名で発

足した。 

昭和50年 1月10日 万場消防分署に消防自動車（ニッサンパトロールBD1型・B級可搬ポ

ンプ積載）を配置、奥多野地区の防災力強化を図った。 

1月25日 指令車（ニッサンバイオレット）3台を購入、新町・鬼石・吉井の

各消防分署に配置、災害現場等における指揮・連絡及び広報活動の強

化を図った。 

1月31日 上野消防出張所庁舎が完成し、同年4月新庁舎において業務を開始
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した。 

3月31日 万場消防分署庁舎が完成し、同年5月新庁舎において業務を開始し

た。 

12月 5日 消防本部・藤岡消防署庁舎着工した。（50･51年度2か年継続事業） 

12月11日 中里消防出張所を万場消防分署に統合し、万場消防分署を奥多野消

防分署（職員9名）に改名した。 

昭和51年 8月 6日 消防本部・藤岡消防署庁舎が完成し、同月新庁舎において業務を開

始した。 

10月13日 上野消防出張所に消防自動車（ニッサンパトロールBD1型・C級可搬

ポンプ積載）を配置した。 

10月27日 (社)日本損害保険協会から、救急車（ニッサンキャラバン）1台が

寄贈され、奥多野消防分署に配置した。 

12月20日 消防本部に予防行政の充実を図るため査察車（スバルレックス）を

配置した。 

昭和52年 8月20日 上毛新聞社から、山林パトロール車として、上毛2号（スバルレオ

ーネ四輪駆動セダン）1台が寄贈され、消防本部に配置した。 

11月28日 藤岡消防署に水槽付消防ポンプ自動車（ニッサンコンドル・ディー

ゼル水Ⅰ-A型）を配置した。 

昭和53年 3月27日 藤岡消防署に救急車（トヨタハイエース）を更新配置した。 

6月 1日 消防長に斉藤倍一氏が就任した。 

12月 5日 消防本部に指令車（トヨタクラウン）を更新配置した。 

昭和54年 3月11日 消防本部に連絡車（トヨタカローラ）を更新配置した。 

3月30日 上野消防出張所に救急車（トヨタハイエース）を更新配置した。 

4月 1日 職員26名を増員し、総員122名で各消防分署の充実を図る。 

消防本部15名、藤岡消防署37名、新町消防分署17名、鬼石消防分署15

名、吉井消防分署19名、奥多野消防分署13名、上野消防出張所6名と

なった。 

昭和55年 3月30日 新町消防分署に救急車（ニッサンキャラバン）を更新配置し、昭和

48年寄贈の救急車（ニッサンシビリアン）を予備車として藤岡消防署

に配置換えをした。 

4月 1日 職員29名を増員し、総員151名となる。 

5月 1日 群馬県共済農業協同組合連合会から救急車（ニッサンシビリアン）

1台が寄贈され、高速救急隊として藤岡消防署に配置した。 

8月 1日 増大する消防業務を確立するため、機構改革を実施し、消防本部に

新たに消防課を設置（3課7係）し、予防行政並びに広報公聴の強化を
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図るとともに各消防分署の増員を実施した。（消防本部（総務課9名、

予防防災課9名、消防課5名）23名、藤岡消防署49名、新町消防分署19

名、鬼石消防分署17名、吉井消防分署21名、奥多野消防分署15名、上

野消防出張所8名） 

8月30日 (財)日本消防協会から、救急車（トヨタハイエース）1台が寄贈さ

れ、鬼石消防分署に更新配置した。 

11月 4日 (財)日本消防協会から、防火広報車（ニッサンキャラバン）が、多

野藤岡地区婦人防火クラブに寄贈される。 

昭和56年 3月 5日 吉井消防分署に救急車（ニッサンキャラバン）を更新配置した。 

4月 1日 職員を6名採用し、総員151名となった。 

12月 1日 消防音楽隊が24名で発足した。 

吉井消防分署に水槽付消防ポンプ自動車（日野レンジャー）を購入

し、常時2台出動の態勢確立を図った。 

12月 2日 藤岡消防署に水槽付消防ポンプ自動車（いすゞフォワード）を更新

配置した。 

昭和57年 4月 1日 職員を2名採用し、総員151名となった。 

吉井消防分署を吉井消防署に昇格させ、増大する消防業務を処理す

るため総務係、予防係を設置した。 

5月 8日 消防本部に予防車（ニッサンブルーバード）を更新配置した。 

8月 1日 藤岡消防署に総務係、予防係、通信係を設置し、予防行政の強化充

実と通信専任態勢の確立を図った。 

8月 9日 (財)日本消防協会から、救助資機材搬送車（ニッサンアトラス）1

台が寄贈され、藤岡消防署に配置した。 

9月14日 藤岡消防署に照明電源車（いすゞエルフ）を配置した。 

10月 1日 職員2名を増員し、総員153名となった。 

昭和58年11月12日 屈折はしご付消防ポンプ自動車（21メートル級）1台を購入し、藤

岡消防署に配置した。 

昭和59年 2月 1日 上野消防出張所に指令車（スバルレオーネ）を配置した。 

2月29日 (財)群馬県農協福祉基金から、救急車（ニッサンキャラバン）が寄

贈され、奥多野消防分署に更新配置した。 

6月 1日 社会情勢の様々な要求に応えるため、消防本部の機構改革を実施

し、新たに企画課を設置、また、消防課を警防課に改めて4課9係、総

実員151名（定数153名）とした。（消防本部（総務課7名､企画課4名､

予防防災課5名､警防課5名）23名、藤岡消防署46名、吉井消防署23名、

新町消防分署19名、鬼石消防分署17名、奥多野消防分署15名、上野消
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防出張所8名） 

6月17日 藤岡ロータリークラブから、創立20周年記念事業として、予防車（ニ

ッサンブルーバードバン）が寄贈され、消防本部に配置した。 

8月16日 (財)日本消防協会から、照明電源車（ニッサンアトラス）1台が寄

贈され、吉井消防署に配置した。 

8月27日 (社)日本損害保険協会から、水槽付消防ポンプ自動車「損保号」（ニ

ッサンディーゼルA-1級）1台が寄贈され、藤岡消防署に更新配置した。 

10月31日 鬼石消防分署に水槽付消防ポンプ自動車（日野レンジャー）を更新

配置した。 

11月27日 藤岡多野危険物安全協会から、創立25周年を記念して、査察車（ニ

ッサンブルーバード）が寄贈され、消防本部に配置した。 

12月 6日 吉井消防署、新町消防分署、鬼石消防分署に指令車（トヨペットコ

ロナバン）を更新配置した。 

昭和60年 4月 1日 奥多野消防分署に指令車（スバルレオーネ4WD）を更新配置し、職

員3名を採用し、総員153名となった。 

8月12日 日本航空(株)所属、ボ－イング747SR-100型JA8119、ジャンボジェ

ット機、羽田発大阪行123便が、管内の上野村楢原地内、御巣鷹山南

山腹に墜落、生存者（重傷）4名、死者520名を出す大惨事が発生した。

事故発生と同時に墜落現場の捜索活動を開始、事故対策本部の設置、

生存者の救助、救出、搬送、遺体の収容、搬送等、10月8日事故対策

本部解散までの約2カ月間、消防の総力を挙げて対応した。 

12月12日 新町消防分署に水槽付消防ポンプ自動車（日野レンジャー）を購入

配置、昭和48年購入の水槽付消防ポンプ自動車（いすゞフォワード）

を予備車として藤岡消防署へ配置換えした。 

昭和61年 7月 1日 諸情勢の変化にともない組織機構の簡素合理化として組織の硬直

化を是正し、消防行政の効率的向上を図るため、消防本部・署の機構

改革を行い、企画課及び企画係を廃止、予防防災課を予防課に改め、

予防行政の充実のため、予防係を設置、消防本部を3課9係とした。ま

た、消防署に課制度を導入、防災課、消防第1課、消防第2課の3課と

した。 

昭和62年 7月 1日 消防長事務取扱に新井博氏が就任した。（藤岡市助役兼務） 

10月 2日 (社)日本損害保険協会から、消防ポンプ自動車（ニッサンサファリ）

が寄贈され、奥多野消防分署に配置した。 

昭和63年 2月22日 (社)日本損害保険協会から、救急車（トヨタハイエース）が寄贈さ

れ、藤岡消防署に配置した。 
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7月 1日 消防長に水原富雄氏が就任した。 

平成元年 3月17日 吉井消防署に水槽付消防ポンプ自動車（いすゞフォワード）を更新

配置した。 

4月 1日 構成市町村ごとに事務処理していた農業共済事務を広域事務局で

一括処理することとなり、消防職員を削減し、この事務処理に当てる

こととなる。人事異動により2名を広域事務局へ出向させた。 

6月 1日 人事異動により1名を広域事務局へ出向させた。 

8月 1日 人事異動により2名を広域事務局へ出向させ、消防長以下144名とな

った。 

8月 8日 (財)日本消防協会から、救急車（いすゞファーゴ）1台が寄贈され、

上野消防出張所に配置した。 

10月23日 上野消防出張所に消防ポンプ自動車（ニッサンサファリ）を更新配

置した。 

平成 2年 4月 1日 人事異動により2名を広域事務局へ出向させた。 

7月 1日 人事異動により1名を広域事務局へ出向させ、141名となった。 

12月20日 藤岡消防署に救急車（ニッサンキャラバン）を更新配置した。 

平成 3年 4月 1日 人事異動により広域事務局へ2名を出向させ、136名となった。 

9月 6日 (財)日本消防協会から、救急車（ニッサンキャラバン）1台が寄贈

され、新町消防分署に更新配置した。 

9月 7日 昭和63年寄贈の救急車（トヨタハイエース）を鬼石消防分署へ更新

配置した。 

11月29日 (株)金井石油から、指令車（フォードテルスター）1台が寄贈され

た。 

平成 4年 1月 1日 人事異動により広域事務局へ1名を出向させ、134名となった。 

2月17日 藤岡消防署に水槽付消防ポンプ自動車（いすゞフォワード）を更新

配置した。 

4月 1日 人事異動により広域事務局へ2名を出向させ、職員を1名採用し、総

員130名となった。 

週44時間制を実施する。 

10月 1日 消防本部の機構改革を行い、総務課を庶務係・経理係に、予防課を

予防係・保安係に、警防課を警防係・装備係と改め3課6係とした。 

平成 5年 2月18日 複雑多様化する救助業務に対応するため、救助工作車（日野・

GD3HGA）を購入、藤岡消防署に配置 

2月14日 鬼石消防分署に救急車（ニッサンキャラバン）を更新配置した。 

昭和63年寄贈の救急車（トヨタハイエース）を藤岡消防署に更新配
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置した。 

4月 1日 消防長に飯島和重氏が就任した。 

職員を8名採用し、総員135名となる。 

週40時間制施行への準備対策として機構改革を行い、藤岡消防署、

吉井消防署の防災課を廃止し、これまで消防本部及び防災課で行って

いた予防事務を消防署・消防分署・消防出張所の警防係に移管した。

また、この予防事務移管に伴い消防本部の人員を2名削減し、消防長

以下12名とした。 

4月12日 奥多野地区の防災体制の強化拡充を図るため、中里村に奥多野消防

分署中里出張所を開設、消防ポンプ自動車（いすゞエルフ）1台を購

入し、所長以下職員6名を配置した。 

4月27日 11時41分、万場町森戸地内で山林火災が発生、翌28日14時40分鎮火

したが約90ヘクタールを焼失する大火災となり、延べ出動車両はヘリ

コプター13機、ポンプ車42台、その他の車両91台、延べ出動人員は

1,101人にのぼった。 

平成 6年 4月 1日 消防長に荻野喜堯氏が就任した。 

人事異動により広域事務局へ1名を出向させた。 

職員を6名採用し、総員139名となった。 

吉井消防署、鬼石消防分署にそれぞれ2名を増員し、火災等出動体

制の強化を図った。 

10月 2日 昭和59年に寄贈された吉井消防署の照明電源車（ニッサンアトラ

ス）を廃車にした。 

平成 7年 3月22日 吉井消防署に水槽付消防ポンプ自動車（日野レンジャー）を更新配

置した。 

4月 1日 人事異動により広域事務局に１名を出向、藤岡市役所に1名派遣、

職員を8名採用し、総員145名となる。 

藤岡市消防団事務を藤岡市へ移管した。 

予防事務を消防本部予防課で統括、消防本部は消防長以下14名とな

った。 

9月15日 群馬県藤岡市主催による防災総合訓練を実施した。 

藤岡消防署に配置の照明電源車を廃車にした。 

12月27日 10時00分（推定）、上野村地内の天丸山にて山林火災発生、翌年1

月8日13時00分鎮火、焼損面積1ヘクタ－ルであったが地上からの消火

は困難のため、埼玉県防災ヘリコプター及び自衛隊ヘリコプター2機

の出動を要請し、上空からの消火活動を実施した。 
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平成 8年 4月 1日 消防長に白岩政明氏が就任した。 

人事異動により広域事務局に1名を出向、県消防学校に1名を派遣し

た。 

10月 1日 消防組織法の一部改正により消防職員委員会が委員長以下13名で

発足した。 

10月25日 消防本部予防課に査察車（ニッサンアベニール）を更新配置した。 

平成 9年 2月28日 鬼石消防分署に水槽付消防ポンプ自動車（いすゞフォワード）を更

新配置した。 

4月 1日 人事異動により広域事務局へ1名を出向させた。 

11月25日 藤岡消防署に資機材運搬車（ミツビシキャンター）を購入配置した。 

11月28日 新町消防分署に指令車（ミツビシパジェロミニ）を更新配置した。 

吉井消防署に指令車（ニッサンアベニール）を更新配置した。 

平成10年 4月 1日 消防長に柵木孝氏が就任した。 

指令室を増築し、指令装置（富士通ゼネラル)Ⅱ型を導入し、119番

通報を集中管理した。 

12月 1日 水難用ゴムボート（アキレス）1艘配備した。 

12月16日 鬼石消防分署、奥多野消防分署に指令車（スズキジムニー）を更新

配置した。 

平成11年 4月 1日 消防長に久保幹夫氏が就任した。 

人事異動により群馬県防災航空隊に1名派遣、職員を8名採用し、総

員146名となる。 

藤岡消防署に高規格救急自動車（トヨタハイメディック）配置、奥

多野消防分署に高規格救急自動車（ニッサンパラメディック）配置し

た。 

平成12年 1月27日 藤岡消防署に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ-B型、ホースレイヤー

装備）購入配置した。 

4月 1日 消防長に串田弘氏が就任した。 

人事異動により藤岡市役所に1名派遣、職員を3名採用し、総員147

名となった。 

4月19日 (財)日本消防協会から、救急車（ニッサンキャラバン）1台を寄贈

され、上野消防出張所に配置した。 

平成13年 2月15日 新町消防分署に水槽付消防ポンプ自動車(ニッサンディーゼル、水

1-B型、ホースレイヤー装備）購入配置した。 

2月21日 吉井消防署に高規格救急自動車（ニッサンパラメディック）を購入

配置した。 
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2月22日 第4回群馬県緊急消防援助隊合同訓練が、多野藤岡広域消防本部主

管として実施された。 

4月 1日 人事異動により群馬県防災航空隊に1名を派遣した。 

5月22日 消防本部の消防長専用車を廃車し、事務連絡車（トヨタコロナ）購

入配置した。 

10月21日 藤岡南ロータリークラブから、警防車（スバルサンバーバン）1台

が寄贈され、消防本部に配置した。 

10月25日 藤岡消防署に高規格対応救急自動車（トヨタハイメディック）を購

入配置した。 

平成14年 4月 1日 人事異動により群馬県消防学校に1名派遣、職員を3名採用し、総員

147名となった。 

11月14日 新町消防分署に高規格対応救急自動車（ニッサンパラメディック）

を購入配置し、平成3年寄贈の救急車（ニッサンキャラバン）廃車に

した。 

12月19日 上野消防出張所に水500L積載の消防ポンプ自動車（いすゞエルフ

4WD）を更新配置した。 

平成15年 4月 1日 消防長に高橋寛氏が就任した。（前藤岡市総務部長） 

職員を5名採用し、総員148名となった。 

万場町と中里村が合併し、神流町となった。 

平成16年 2月10日 鬼石消防分署に高規格対応救急自動車（ニッサンパラメディック）

を更新配置した。 

吉井消防署に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ-B型、ニッサンディー

ゼル、ホースレイヤー装備）更新配置した。 

2月12日 消防本部事務車（トヨタサクシード）を更新配置した。 

4月 1日 消防長に塚越正夫氏が就任した。（前藤岡市市民環境部長） 

職員を5名採用し、総員149名となった。 

7月13日 新潟・福島に発生した豪雨災害による被害に対し、群馬県緊急消防

援助隊として当消防本部から1次隊2車両7名、翌日2次隊として2車両7

名が出動、13日～15日の3日間、新潟県三条市において救出活動をし

た。 

9月 1日 日野地区救急車配備開所式、救急車2B型1台配置 

10月23日 新潟県中越地方に発生したマグニチュード6.8の地震による被害に

対し、群馬県緊急消防援助隊として当消防本部から2車両7名が出動

し、24日～26日の3日間、新潟県小千谷市において救出活動をした。 

平成17年 4月 1日 消防長に野口貞秋氏が就任した。 
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11月20日 高崎市と多野藤岡広域との間における消防等に係る事務の委託に

関する協議について上程された。 

平成18年 1月 1日 鬼石町が藤岡市と合併し、藤岡市となった。 

1月23日 新町が高崎市と合併し、高崎市となった。 

高崎市より高崎市新町の消防事務委託を受けた。 

1月31日 藤岡消防署に水1,700L積載の災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動

車（日野自動車四輪駆動）を更新配置した。 

4月 1日 消防長に矢内博氏が就任した。 

職員を2名採用し、また、藤岡市から2名が消防本部に派遣され、総

員149人となった。 

8月28日 AED(自動体外式除細動器)を購入し、藤岡消防署・新町消防分署・

鬼石消防分署・中里出張所の救急車に積載した。これにより、救急車

全車に配備となった。 

10月13日 藤岡市からマイクロバス(日野)を購入し、消防本部に配置した。 

10月18日 消防本部に本部事務連絡車2（ダイハツ・エッセ）を購入配置した。 

12月16日 消防本部に指令車（ニッサンADバン）を更新配置した 

平成19年 1月16日 藤岡消防署に災害対応特殊救急車（ニッサンパラメディック）を更

新配置した。 

2月 6日 奥多野消防分署に水500L積載のポンプ自動車（トヨタダイナ4WD）

を更新配置した。 

4月 1日 神流町から1名が消防本部に派遣され、派遣職員3名を含めて総員

148人となった。 

9月 6日 台風第9号が関東地方に上陸、藤岡市上日野の箕輪観測所で総雨量

622mm、藤岡市で200mmを記録し、河川増水のため、藤岡市と吉井町の

一部に避難勧告が出る。藤岡市坂原では、土砂災害により住宅1棟が

全壊、上日野地区は道路の崩壊や土砂の流出により孤立した。 

平成20年 2月20日 奥多野消防分署に高規格救急車（ニッサンパラメディック）更新配

置した。 

2月29日 通信指令室の緊急通信指令システム(富士通ゼネラル)Ⅱ型を改修

し、新たに上野消防出張所に指令端末装置を設置した。 

3月31日 奥多野消防分署の中里消防出張所が署所の統廃合により閉鎖した。 

4月 1日 消防長に温井久氏が就任した。 

高崎市から消防事務委託を受けている新町消防分署に高崎市等広

域消防局の消防職員8名が派遣され、総員148人となった。 

当消防本部のホームページを開設した。 
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上野消防出張所に職員を2名増員し、10名体制として出動態勢の強

化を図った。 

11月28日 消防本部に予防車（スバルインプレッサ）を購入配置した。 

平成6年寄贈の予防車（トヨタマークⅡ）を廃車にした。 

12月12日 消防本部に広報車(ホンダステップワゴン)購入配置し、平成4年寄

贈の広報車（いすゞファーゴ）を廃車にした。 

平成21年 2月13日 藤岡消防署に救助工作車（Ⅱ型、日野レンジャー）を更新配置した。 

2月17日 吉井消防署に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ-A型、日野レンジャー）

を更新配置した。 

2月18日 早期医療介入を図ることによる救命率の向上、後遺症の軽減を目的

に群馬県ドクターヘリが運航開始となり、要請が可能となった。 

4月 1日 消防長に山田敏明氏が就任した 

人事異動により群馬県防災航空隊に1名派遣、職員を2名採用し、藤

岡市と1名の人事交流を行い、総員147名となった。 

6月 1日 吉井町が高崎市と合併、同時に高崎市吉井町地区は多野藤岡広域市

町村圏振興整備組合に加入した。 

10月16日 藤岡多野危険物安全協会から、査察車（トヨタサクシード）1台が

寄贈された。 

平成22年 2月25日 吉井消防署に高規格救急車（ニッサンパラメディック）を更新配置

した。 

平成12年寄贈の救急車（ニッサンキャラバン）を廃車にした。 

3月 2日 藤岡消防署に指令車（スバルフォレスター）を更新配置した。 

4月 1日 消防長に新井裕二氏が就任した。 

人事異動により群馬県防災航空隊に1名派遣、職員を7名採用し、藤

岡市と1名の人事交流を行い、総員148名となった。 

12月14日 上野消防出張所に高規格救急車（ニッサンパラメディック）を更新

配置した。 

平成23年 1月13日 吉井消防署に指令車（ニッサンエクストレイル）を更新配置した。 

2月14日 鬼石消防分署に消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ型、日野デュトロ）を更

新配置した。 

3月10日 藤岡消防署に化学消防ポンプ自動車（化学-Ⅱ、日野レンジャー）

を更新配置した。 

3月11日 東北地方太平洋沖地震に伴う被害に対し、群馬県緊急消防援助隊と

して当消防本部から26隊74人が出動し、3月11日～5月23日の74日間に

渡り、福島県相馬市を中心に救出救助・救急搬送等の活動を実施した。 
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4月 1日 藤岡市と1名の人事交流を行い、職員を5名採用し、総員147名とな

った。 

7月 1日 藤岡市と人事交流を終了した。 

平成24年 3月 8日 藤岡消防署に高規格救急車（トヨタハイメディック）を更新配置し

た。 

3月31日 新町区域に係わる消防事務委託が廃止となった。 

4月 1日 人事異動により群馬県防災航空隊に1名派遣、新町区域消防事務委

託が廃止により総員134名となった。 

4月29日 群馬県藤岡市岡之郷の関越自動車道上り78.7Kp付近（本線上）にて

高速ツアーバス事故が発生し、乗客7名が死亡、乗客乗員39名が重軽

傷を負った。当消防本部からも5隊18名が出動した。 

8月 3日 藤岡消防署訓練棟の改修工事を実施した。 

12月19日 群馬県が救急搬送支援システムタブレットを県内消防本部に配備

し、当消防本部も9台受領した。 

平成25年 1月10日 藤岡消防署に資機材運搬車（日野デュトロ）を更新配置した。 

2月27日 鬼石消防分署に災害対応特殊救急自動車を更新配置した。 

4月 1日 人事異動により高崎市等広域消防局通信指令課消防救急無線共同

整備係に1名派遣、広域事務局に1名出向、職員を4名採用し、総員135

名となった。 

警防課職員が3名から4名に増員となった。 

9月 9日 高崎総合医療センターのドクターカーが運行開始し、吉井地区に限

り要請可能となった。 

10月 3日 第14回群馬県緊急消防援助隊合同訓練が、多野藤岡広域消防本部主

管として実施された。 

10月16日 藤岡消防署に災害対応特殊はしご付消防自動車（30m級伸縮水路付

先端屈折式はしご付消防自動車）を更新配置した。 

平成26年 2月14日 14日夕方から15日朝方にかけ記録的降雪を観測し、孤立集落、カー

ポート崩落、農業ハウスの崩落が相次いだ。 

3月31日 鬼石消防分署、奥多野消防分署に指令車（ニッサンクリッパー）を

更新配置、平成10年購入の指令車（スズキジムニー）を廃車 

4月 1日 消防長に山田選氏が就任した。 

職員を6名採用し、総員135名となる。 

9月25日 消防本部に日野マイクロバス26人乗りを購入配置した。 

平成27年 1月26日 消防本部に警防車（ダイハツハイゼットカーゴ）を更新配置し、平

成13年寄贈の警防車(スバルサンバーバン)を廃車にした。 
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3月25日 埼玉県のドクターヘリと広域連携がスタートした。 

4月 1日 消防長に杉村一敏氏が就任した。 

職員を8名採用し、総員140名となった。 

県北西部6消防本部により、高崎市等広域消防局内に、法定協議会

「高崎市・安中市消防組合ほか5一部事務組合消防指令事務協議会」

が設置された。 

9月 1日 たかさき消防共同指令センターへ4名の職員が派遣された。 

9月10日 関東・東北豪雨に伴う被害に対し、群馬県緊急消防援助隊として出

動、当消防本部は、第3次派遣隊、第5次派遣隊として活動日数5日間、

4隊14人が常総市水海道を中心に活動した。 

10月 1日 群馬県北西部の人口約84万人、面積約5,000平方キロメートルを管

轄する6の消防本部により、群馬県内で初めての消防指令業務を処理

する「たかさき消防共同指令センター」の試験運用が開始された。 

11月25日 たかさき消防共同指令センターへ消防指令業務が切替となり、これ

に伴い、デジタル消防無線が運用開始となった。 

指揮係の仮運用が始まった。 

12月 4日 藤岡消防署に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ-B型、日野レンジャー）

を更新配置した。 

12月10日 消防本部に指揮車（トヨタハイエース）を購入配置した。 

平成28年 2月16日 藤岡消防署救急1号車に高規格救急車（ニッサンパラメディック）

を更新配置した。 

4月 1日 高崎市等広域消防局庁舎3階において、県北西部6消防本部（高崎市

等広域消防局、利根沼田広域市町村圏振興整備組合消防本部、渋川広

域消防本部、多野藤岡広域市町村圏振興整備組合消防本部、富岡甘楽

広域市町村圏振興整備組合消防本部、吾妻広域市町村圏振興整備組合

消防本部）により、たかさき消防共同指令センターの運用が開始され

た。 

4月 1日 消防長に中村仁氏が就任した。 

人事異動により群馬県防災航空隊に1名派遣、職員を7名採用し、136

名となった。 

平成29年 2月20日 上野消防出張所に消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ型、日野ダブルキャブ

オーバー）を更新配置した。 

4月 1日 消防長に三浦敏明氏が就任した。 

指揮課が発足され、消防本部が総務課、警防課、予防課、指揮課の

4課となった。 
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職員を9名採用し、総員138名となった。 

11月 8日 上野村乙母地内藤沢橋上で東邦航空(株)所有の資材搬送用ヘリコ

プター（フランス製JA9672）が墜落し、死者4名（乗務員）の火災が

発生した。 

平成30年 1月23日 草津町本白根山が噴火し、12名が死傷、群馬県消防相互応援協定に

基づき、当消防本部から救急隊1隊3名が応援出動した。 

2月 9日 消防本部に連絡車（ニッサンセレナ）を更新配置した。 

2月14日 奥多野消防分署に高規格救急車（ニッサンパラメディック）を更新

配置した。 

3月31日 消防音楽隊活動休止となった。 

4月 1日 人事異動により藤岡市役所に1名派遣、広域事務局から1名の人事交

流を行い、職員を8名採用し、総員144名となった。 

8月10日 吾妻地域の山中において、群馬県防災ヘリコプターはるな（アメリ

カ製JA200G）が墜落し、当広域消防本部から派遣されている群馬県防

災航空隊の小澤訓隊長が当該墜落事故により殉職した。（消防職員7

名、東邦航空職員2名、殉職者計9名） 

12月13日 群馬県消防相互応援協定書等の再締結が施行された。 

平成31年 3月 5日 吉井消防署に高規格救急車（トヨタハイメディック）を更新配置し

た。 

4月 1日 職員を8名採用し、総員145名となった。 

令和元年10月12日 台風第19号により、東海、関東甲信越、東北地方を中心に広範囲で

記録的な大雨となり、各地に甚大な被害をもたらした。管内において

は、藤岡市上日野地内で土砂崩れにより家屋が全壊し、1名死亡、上

野村勝山地内では、土砂崩れにより建物火災が発生した。神流川の増

水により、上野消防出張所の車庫が浸水した。 

令和 2年 2月18日 吉井消防署に災害対応特殊消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ型、日野デュ

トロ）を更新配置した。 

4月 1日 消防長に古舘守夫氏が就任した。 

人事異動により群馬県防災航空隊に1名派遣、藤岡市役所に1名派

遣、職員を8名採用し、総員147名となった。 

令和 3年 2月19日 上野消防出張所に高規格救急車（トヨタハイメディック）を更新配

置した。 

4月 1日 消防長に中野敦司氏が就任した。 

職員10名採用し、総員145名となった。 

令和 4年 2月10日 藤岡消防署に高規格救急車（トヨタハイメディック）を更新配置し
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た。 

4月 1日 消防長に新井則彦氏が就任した。 

人事異動により群馬県消防学校に1名派遣、職員11名を採用し、総

員140名となった。 

12月 1日 奥多野消防分署に消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ型、日野デュトロ）を

更新配置した。 

令和 5年 3月 1日 上野消防出張所庁舎を移転（上野村大字乙父57番地4）し、新庁舎

で業務開始となる。 

4月 1日 消防長に吉田卓司氏が就任した。 

職員6名採用し、140名となる。 

令和 6年 1月 1日 能登半島地震に伴う被害に対し、群馬県緊急消防援助隊として当消

防本部から15隊37人が出動し、1月1日から10日までの10日間に渡り活

動した。 

1月20日 藤岡消防署に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ-B型、日野レンジャー）

を更新配置した。 

1月30日 鬼石消防分署に高規格救急車（ニッサンパラメディック）を更新配

置した。 

4月 1日 人事異動により防災航空隊に1名派遣、藤岡市役所に1名派遣、職員

を4名採用し、総員142名となった。 

令和 7年 3月28日 藤岡消防署に救助工作車Ⅱ型（日野レンジャー）を更新配置した。 

4月 1日 人事異動により群馬県総務部消防保安課に1名派遣、職員を5名採用

し、総員144名となった。 

 



氏 名 備 考

初 代 昭 和 36 年 5 月 1 日 ～ 昭 和 37 年 5 月 9 日 宇 津 木 与 平

2 代 昭 和 37 年 5 月 16 日 ～ 昭 和 46 年 7 月 1 日 小 川 清 一

3 代 昭 和 46 年 7 月 2 日 ～ 昭 和 47 年 2 月 29 日 神 田 岸 生

4 代 昭 和 47 年 3 月 1 日 ～ 昭 和 53 年 5 月 31 日 三 木 勇

5 代 昭 和 53 年 6 月 1 日 ～ 昭 和 62 年 6 月 30 日 斎 藤 倍 一

6 代 昭 和 62 年 7 月 1 日 ～ 昭 和 63 年 6 月 30 日 新 井 博

7 代 昭 和 63 年 7 月 1 日 ～ 平 成 5 年 3 月 31 日 水 原 富 雄

8 代 平 成 5 年 4 月 1 日 ～ 平 成 6 年 3 月 31 日 飯 島 和 重

9 代 平 成 6 年 4 月 1 日 ～ 平 成 8 年 3 月 31 日 荻 野 喜 堯

10 代 平 成 8 年 4 月 1 日 ～ 平 成 10 年 3 月 31 日 白 岩 政 明

11 代 平 成 10 年 4 月 1 日 ～ 平 成 11 年 3 月 31 日 柵 木 孝

12 代 平 成 11 年 4 月 1 日 ～ 平 成 12 年 3 月 31 日 久 保 幹 夫

13 代 平 成 12 年 4 月 1 日 ～ 平 成 15 年 3 月 31 日 串 田 弘

14 代 平 成 15 年 4 月 1 日 ～ 平 成 16 年 3 月 31 日 高 橋 寛

15 代 平 成 16 年 4 月 1 日 ～ 平 成 17 年 3 月 31 日 塚 越 正 夫

16 代 平 成 17 年 4 月 1 日 ～ 平 成 18 年 3 月 31 日 野 口 貞 秋

17 代 平 成 18 年 4 月 1 日 ～ 平 成 20 年 3 月 31 日 矢 内 博

18 代 平 成 20 年 4 月 1 日 ～ 平 成 21 年 3 月 31 日 温 井 久

19 代 平 成 21 年 4 月 1 日 ～ 平 成 22 年 3 月 31 日 山 田 敏 明

20 代 平 成 22 年 4 月 1 日 ～ 平 成 26 年 3 月 31 日 新 井 裕 二

21 代 平 成 26 年 4 月 1 日 ～ 平 成 27 年 3 月 31 日 山 田 選

22 代 平 成 27 年 4 月 1 日 ～ 平 成 28 年 3 月 31 日 杉 村 一 敏

23 代 平 成 28 年 4 月 1 日 ～ 平 成 29 年 3 月 31 日 中 村 仁

24 代 平 成 29 年 4 月 1 日 ～ 令 和 2 年 3 月 31 日 三 浦 敏 明

25 代 令 和 2 年 4 月 1 日 ～ 令 和 3 年 3 月 31 日 古 舘 守 夫

26 代 令 和 3 年 4 月 1 日 ～ 令 和 4 年 3 月 31 日 中 野 敦 司

27 代 令 和 4 年 4 月 1 日 ～ 令 和 5 年 3 月 31 日 新 井 則 彦

28 代 令 和 5 年 4 月 1 日 ～ 吉 田 卓 司

歴代数 在 任 期 間

多野藤岡広域市町村圏振興整備組合消防本部

歴　　　代　　　消　　　防　　　長
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予 防 課

警 防 課

第 ２ 警 防 係

第 ２ 警 防 係

救 助 係

救 急 係

第 １ 警 防 係

救 急 係

第 １ 警 防 係

第 ２ 警 防 係

第 １ 警 防 係

第２指揮隊指揮係

第１指揮隊指揮係

保 安 係

警 防 係

装 備 係

消防第 １課

消防第 ２課

救 急 係

第 １ 警 防 係

第 ２ 警 防 係

救 急 係

第 １ 警 防 係
消防第 ２課

第 ２ 警 防 係

救 助 係

救 急 係

第 １ 警 防 係

第 ２ 警 防 係

多野藤岡広域市町村圏振興整備組合消防本部組織図

鬼石消防分署

奥多野消防分署

上野消防出張所

消防第 １課

指 揮 課

庶 務 係

経 理 係

予 防 係

第 １ 警 防 係

第 ２ 警 防 係

広

域

組

合

消

防

本

部

総 務 課

吉井消防署

藤岡消防署
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   １　公印の保管に関すること。
   ２　文書の収受発送及び保管に関すること。
   ３　条例、規則、その他例規の制定及び改廃に関すること。
   ４　職員の定数及び配置に関すること。
   ５　職員の給与に関すること。
   ６　職員の任免、分限、懲戒、服務その他人事に関すること。
   ７　職員の勤務時間その他の勤務条件に関すること。
   ８　人事評価に関すること。
   ９　職員の公務災害補償に関すること。
  10　職員の福利厚生及び健康管理に関すること。
  11　市町村職員共済等の事務に関すること。
  12　消防組織及び消防制度に関すること。
  13　消防事務の企画調整及び能率化に関すること。
  14　職員の教養訓練の企画に関すること。
  15　渉外事務に関すること。
  16　表彰に関すること。
  17　消防長会に関すること。
  18　群馬県共済生活協同組合に関すること。
  19　職員共済会に関すること。
  20　聴聞及び弁明の付与に関すること。
  21　消防委員会に関すること。
  22　協議会に関すること。
  23　前各号に掲げるほか、他課に属さない事項。

 　１　職員の時間外勤務手当、夜間勤務手当、休日勤務手当及び特殊勤務手当等
　　支給に関すること。
 　２　歳入歳出予算及び決算に関すること。
 　３　消防財政の調整及び研究に関すること。
 　４　組合債に関すること。
 　５　物品の購入、修繕及び出納管理に関すること。
 　６　物品の管理及び処分に関すること。
 　７　入札及び契約事務に関すること。
 　８　職員の貸与品に関すること。
 　９　消防音楽隊に関すること。

 　１　火災の調査及び統計に関すること。
 　２　火災予防思想の普及に関すること。
 　３　り災証明に関すること。
 　４　防火対象物の立入検査に関すること。
　 ５　建築物の同意及び消防用設備に関すること。
　 ６　火災予防条例に関すること。（保安係が担当するものを除く。）
 　７　防火基準適合表示に関すること。
　 ８　防火安全協会（防火管理）に関すること。
　 ９　少年婦人防火委員会に関すること。
　10　防火管理者の資格管理に関すること。　
　11　前各号に掲げるほか、予防事務に関し他の係に属さない事項。　

 　１　危険物製造所等の許認可に関すること。
　 ２　危険物の貯蔵取扱いの指導に関すること。
　 ３　危険物保安監督者及び危険物取扱者に関すること。
　 ４　火災予防条例に関すること。（予防係が担当するものを除く。）
 　５　高圧ガス及び火薬類に関すること。
 　６　放射性物質及び毒劇物に関すること。
　 ７　液化石油ガス及び圧縮アセチレンガスに関すること。
 　８　防火安全協会（危険物）に関すること。
　 ９　危険物事故防止対策情報連絡会に関すること。
　10　危険物等の規制事務に関すること。
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 　１　警防計画及び災害防御に関すること。
 　２　消防力の実態調査及び整備計画に関すること。
   ３　水防活動に関すること。
 　４　救急・救助業務に関すること。
 　５　安全管理に関すること。
 　６　消防統計、消防概要等に関すること。
 　７　メディカルコントロールに関すること。
 　８　救急計画の作成及び指導に関すること。　
   ９　応急手当の普及及び啓発に関すること。
  10　構成市町村消防団の連絡調整及び訓練に関すること。
  11　消防相互応援協定に関すること。
  12　緊急消防援助隊に関すること。
  13　群馬県等関越自動車道等消防連絡協議会に関すること。
  14　群馬県消防協会に関すること。
  15　藤岡多野救急医療協議会に関すること。

 　１　消防機械器具の技術研究及び開発に関すること。
 　２　消防機械器具の保守管理及び取扱指導に関すること。
　 ３　地理、水利の調査研究に関すること。
 　４　消防通信機械器具に関すること。
　 ５　庁舎等の維持管理に関すること。
 　６　工事修繕の施工及び監督に関すること。
 　７　公有財産の取得、管理及び処分に関すること。　
 　８　補助金等に関すること。
 　９　前各号に掲げるほか、警防事務に関し他の係に属さない事項。

 　１　災害現場の指揮、支援及び安全管理に関すること。
 　２　災害支援情報の報告・管理に関すること。
 　３　消防隊等の運用に関すること。
 　４　訓練及び演習等の職員安全管理に関すること。
 　５　消防活動に係る訓練演習に関すること。
 　６　消防本部及び警防活動に関すること。
 　７　気象観測及び気象情報に関すること。
 　８　国民保護及び地域防災に関すること。
 　９　通信業務に関すること。
　10　通信施設の運用に関すること。
　11　たかさき消防共同指令センターに関すること。
　12　消防に係る情報システムの運用に関すること。
　13　各種災害統計に関すること。
　14　その他現場指揮活動及び通信に関すること。

 　１　公印の保管に関すること。
 　２　文書の収発及び保管に関すること。
 　３　火災予防条例に関すること。
 　４　火災の調査に関すること。
 　５　り災証明に関すること。
 　６　防火対象物の立入検査に関すること。
 　７　火災その他の災害の警戒防禦に関すること。
 　８　救助、救急業務に関すること。
 　９　通信業務に関すること。
　10　消防地水利に関すること。
　11　警防統計に関すること。
　12　警防計画の運用に関すること。
　13　消防機械器具及び消防施設等の維持管理に関すること。
　14　液化石油ガス及び圧縮アセチレンガスに関すること。
　15　消防団との連絡調整及び訓練に関すること。
　16　渉外事務に関すること。
　1７　前各号に掲げるほか、消防業務に関し他の係に属さない事項。
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